
（別紙３）

～ 令和7年12月26日

（対象者数） 45 （回答者数） 40

～ 令和7年12月26日

（対象者数） 20 （回答者数） 20

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

多職種によるチームアプローチの充実を図ります。

面談以外でもこどもの姿を保護者と共有し、支援につなげて

いきます。

2

グループ間での交流を行い、担当グループ以外のこどもを知

り、支援の幅をひろげていきます。

3

保護者の方へのお知らせや活動内容などをわかりやすく伝え

るアプリを導入する予定です。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

清潔を保持していくために、清掃や整備をしていきます。心

地よい空間になるために生活に必要なものや玩具の整理整頓

を行っていきます。

2

今後も家族通園の中で、きょうだい児の参加の機会を設けて

いきます。きょうだい児が交流できるプログラムを検討して

いきます。

3

環境・体制整備の面で、生活空間について、施設面の老朽化や

衛生面、物の収納へのご意見がありました。

施設の老朽化や生活空間にトイレ・手洗い場等の設備がない部

屋や収納がない部屋があります。

「きょうだい同士の交流の機会について」、どちらともいえな

い・いいえ・わからないなどの意見が多くありました。

行事でのきょうだいの参加は可能となっていますが、きょうだ

い向けのイベントは行っていません。

児童発達支援ガイドラインに沿った様々な活動プログラムを取

り入れています。

日々のこどもの様子を振り返り、こどもに合った活動を取り入

れています。

グループ間で連携をはかり、交流をしたり、様々な活動を取り

入れたりしています。

こどもが安心感をもって通所できるよう、保護者が安心して通

わせられるよう、支援しています。

連絡帳や電話、見学時など、こどもの様子を丁寧に伝え（成長

やけが）、安心して通わせられるようこどもの情報を共有して

います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

定期的な面談を行い、こども・保護者の意向を聞き取り、児童

発達支援計画を作成しています。作成した計画に沿った支援を

行っています。

グループとしてのねらいを立案し、個々の支援計画を日々のデ

イリープログラムに取り入れ、支援しています。

支援開始前、終了後に必ず職員間で打ち合わせや振り返りを行

い、支援につなげています。

○事業所名 浦安市こども発達センター

○保護者評価実施期間
令和7年12月9日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年12月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

浦安市こども発達センター
公表日 　　　　　年　　　月　　　日

利用児童

数 48人　　令和　7年　12月　9日 回収数 40

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない 無回答 ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

38 2 0 0 0

廊下に物が置いてある。

プレイルームなどのお部屋が沢山あり充実し

ています。

粗大の部屋は広々していて、活発に動き回れ

るので、本人もうれしそうです。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

36 2 0 2 0

8人前後のグループに3人という設定は就学後

の支援級・学校に近く安心でした。

何度か子ども同士の着替えの入れ間違いや靴

下を別のお子さんのをはいて帰ってきた時が

ありました。少し改善を望みます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 35 3 0 2 0

部屋の色分けなど分かりやすくなっていた。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

35 4 1 0 0

臭いに敏感な子なので水回りの老朽化が気に

なりました（最近は成長に伴い吐いたりしに

くくなりました）。

清潔で過ごしやすいがトイレだけはリフォー

ムをお願いしたいです。

老朽化は否めない。

以前からトイレについての問題（老朽化や衛

生面）があったと思いますが、単独通園にな

り、最近のトイレがどのようになっているか

わからないため、どちらともいえない、にし

ています。

トイレがもう少し広くキレイになるといいな

と思います。

外の遊具をリニューアルしてほしいです(難し

いとは思いますが…)

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 

36 2 1 1 0

今年は外に出る活動が多く、本人も楽しく過

ごせて、親としても本当に嬉しかったです。

診断名が付いていない特性「筋力の弱さ」等

について、PT以外の先生（ST・OT）にもみ

ていただけるとありがたいです。

6

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

39 1 0 0 0

家庭内で思っている事が反映されていてとて

も良かったです。

過去に息子が英語の歌を多く歌っていること

について自宅では日本語の歌を増やしてほし

いとのご発言があり、家庭環境への理解とい

う点では、少し戸惑いを感じたことがありま

した。日頃の支援は、子どもの特性に寄り

添った対応していただいており、満足してお

ります。ただ、国際的な家族構成や異文化へ

の配慮について、少し理解を深めていただけ

る機会などもって頂けるとありがたいと感じ

ました。

7

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。
38 0 1 1 0

8 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

37 3 0 0 0

9
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。

33 4 1 2 0

プールや公園遊び、園庭では野菜を作った

り、1年間とても工夫されていました。

集団活動がもう少しあるとうれしいです。

はさみ・のり・折り紙など制作活動したいで

す。

清潔で心地よい空間となるように、清掃

や整理整頓を行っていきます。

園庭の遊具に関しては、今年度遊具を増

やしました。今後も安全チェックを行

い、必要な遊具を検討していきます。

こどもの特性を理解し、支援を提供でき

るよう今後も職員の質の向上に努めま

す。

多職種でのチームアプローチを行えるよ

うに職員体制を検討していきます。

児童発達支援計画の作成にあたっては、

保護者の意向を聞き取り、こどものアセ

スメントを行ったうえで作成するように

しています。こどもの意向については次

年度より、記載していきます。

面談等通じて、家庭環境への理解も深め

て、支援できるよう努めます。

環
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体
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援
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児童発達支援ガイドラインの項目に関し

ましては、児童発達支援計画の中で明記

し、ご説明しています。具体的な支援内

容に落とし込み、支援にあたれるように

努めています。

支援前後に、グループ間での打ち合わせ

や振り返りを行い、児童発達支援計画に

沿った支援を行うよう心がけています。

グループごとに、こどもの様子や児童発

達支援計画に合わせて活動プログラムを

立案しています。また、見直しを行った

り、グループごとのプログラムであった

り、お子さんに合わせて支援の仕方を工

夫していきます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

安全に活動が行える空間となるように、

必要のない遊具を片づけるなど整理整頓

を行っていきます。

職員配置としては適性の配置ですが、状

況により対応が必要な場合は、安全に適

切な支援が行えるよう職員の体制を整え

ていきます。

お子さんの荷物等に関しては、職員間で

チェックし、間違えないように努めま

す。

視覚提示や構造化を行い、こどもにとっ

てわかりやすい環境となるように努めて

いきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



10
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。

22 3 6 9 0

公園に行く時に少し交流できているものと

思っています。

センターへ毎日通って来る子がいる中で、園

訪問などしていただき、とても良かったで

す。

他の園や地域の子どもとの交流を求めてない

ので、わからないと思ったから。

今年度交流があることについては、まだ聞い

ていない気がします。

11
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
40 0 0 0 0

12 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

40 0 0 0 0

13

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 39 1 0 0 0

家族で参加や保護者会など、ありがたいです

（単独になってからなかなか機会がないた

め）。

14
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
39 1 0 0 0

連絡ノートだけではなく、補足でお電話いた

だく事も多く、とても感謝しています。

15 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

40 0 0 0 0

とても長くなってしまう時も笑顔で聞いてく

ださり、感謝しています。

ちょっとした不安や相談など、いつもはなし

を聞いていただけて助かっています。

16 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。
37 3 0 0 0

アドバイスも沢山いただき、いつも心配して

いただいて感謝しています。

17

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

31 4 1 4 0

今年も1年何回も土曜日に会を開いていただ

き、先生方が出勤して対応くださり他の保護

者の方とお話できました！ありがとうござい

ます。

きょうだい向けイベント…？親子通園のこと

でしょうか？

保護者会の開催など保護者同士の交流の場、

ありがとうございます！きょうだい向けは何

かあるのでしょうか。

きょうだいが我慢する場面が多く、成人した

きょうだい児の話を聞く機会があれば参加し

たい。

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

37 2 0 1 0

土曜日に気持ちが辛くなり、一人でどうした

ら良いか分からずセンターへ電話すると、土

曜出勤の先生が対応してくれ、そのままセン

ターで話を対面で聞いていただいた事もあり

ます。就学後同じように辛くなった時どうし

たら良いのか？と思うくらい良くしていただ

きました。

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
36 1 0 1 2

20

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。
36 0 0 2 2

見学に伺うと写真のファイルがあり、日々子

ども達の様子を写真でも見れ、楽しみの一つ

でした。

21 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

35 3 0 0 2

22

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

36 1 0 1 2

23
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
37 0 0 1 2

24
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

36 1 0 1 2

25
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

35 0 0 3 2

ケガをした時点で連絡をいただき、連絡ノー

ト、バスの送迎時など何重にも伝えていただ

き安心して子どもを通わせておりました。

少しのケガでも電話やノートで報告してくだ

さるので安心です。

非

常

時

等

の

対

応
頭部(首から上)の怪我や重大な事故等に

ついては、電話で直接ご報告していま

す。軽微な怪我については、連絡ノート

等でお伝えすることもあります。事故が

発生しないように安全面の配慮を行って

いきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

保護者からの相談の申し入れがあったと

きは、早急に対応できるように体制を整

えて、対応を行っていきます。

所属園のないお子さんを対象に、東野保

育園との交流を後期に数回行っていま

す。行ってみての振り返りをにじいろ通

信でお知らせします。

契約時に行っています。

面談を通して行っています。

研修会や情報提供の機会等に関しては、

必要な情報が得られるように、おたより

を配布してお知らせしています。

連絡ノート・電話・見学時など、お子さ

んの様子を共有させていただいていま

す。

面談や連絡ノート、見学時などで保護者

からの相談について助言を行っていま

す。必要なときは、定期的な面談以外に

も、ご相談ください。

共感的な意識をもち、支援を行えるよう

に努めていきます。

平日や土曜日を利用しての懇談会や行事

にお忙しい中、参加していただきありが

とうございます。就労している保護者が

多くなっているため、今後の実施(日程や

早目の周知など)に関しては課題となって

います。

きょうだい向けのイベントはなく、現

在、家族通園の中できょうだいの参加を

可能としています。

現在は、連絡ノートや電話、おたより等

で行っています。次年度はアプリを導入

する予定です。

今年度は、隔月で「にじいろ通信」を発

行しました。自己評価の結果は、保護者

の方に通知し、ホームページに掲載して

いきます。

個人情報の取り扱いについては、今後も

十分注意を行っていきます。お子さんの

荷物の入れ間違いなどに関しては、職員

のチェック体制を整えていきます。

バス乗車時の緊急対応マニュアル、感染

症予防マニュアル、緊急避難マニュアル

を作成し、訓練を実施しています。実施

した内容は、「にじいろ通信」にて保護

者に周知しています。

月に1回の避難訓練、年に2回の防犯訓

練、心肺蘇生法など応急処置などを実施

しています。

安全計画を作成し、にじいろ内に掲示し

てありますのでご確認ください。安全管

理チェックリストや園庭チェック表を使

用し、室内外の安全に努めています。



26 こどもは安心感をもって通所していますか 。

38 0 0 0 2

親から離れる不安が少なく通えています。

子どもだけではなく、親の安心感もとても大

きいです。

27 こどもは通所を楽しみにしていますか。

38 0 0 0 2

先生やお友達に会いたいとよく話していま

す。

センターが大好きでセンターの先生方が大好

きで前日の夜からワクワクして通いました。

毎日ごきげんで、にじいろでやった歌を自宅

でもうたったりしていて楽しんできてるなー

というのがとてもよく伝わってきます！大満

足です。いつもありがとうございます！

28 事業所の支援に満足していますか。

35 1 0 2 2

親子共に成長に繋がっていると感じます。

とても満足しています。来年卒業したくない

ぐらい満足しています。

満

足

度

※未記入の設問については、『無回答』として集計しています。

今後も支援の内容等の周知に努めていき

ます。

安心して楽しみににじいろに通所できる

ように、支援していきます。お子さんの

行き渋りが見られたときや、いつもと違

う様子が見られたときには、ご相談くだ

さい。



（別紙５）

浦安市こども発達センター
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 無回答 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

18 2 0

大人と子どもの対数や部屋の大きさなど配慮

し、グループ同士の交流を行っています。

スペースが広すぎる場合は、遊びが分散でき

るようにコーナー作りを行っています。

在籍人数の多い親子グループでは、粗大遊び

の部屋がやや狭く感じるため、内容を考えて

行っています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。

11 7 2

給食時などは必要なお子さんにはマンツーマ

ンで関われるよう工夫しています。

職員がその場から離れる場面があるときは、

声を掛け合うなどし、安全確保をしていま

す。

職員の休暇は、業務に支障のない中でとって

いますが、十分な職員配置ができない場合

は、プログラム内容を工夫したり、グループ

同士の交流を行ったりし対応しています。

こどもの人数と支援者の対数は、基準よりも

多くなっていますが、こどもの状態によって

は、より人数が必要なこともあるため、安全

に運営できる体制を構築することは課題で

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

14 6 0

子どもにわかりやすいように、一日の流れ、

活動内容、部屋の色分けなど視覚提示してい

ます。

鍵のかかる戸棚を利用したり、衝立を利用し

たりして場面の転換が行われるようにしてい

ます。

設備として、手洗い場、トイレ、内線のない

部屋があるので、使用時間等を調整して、無

理なく使用できるようにしています。

トイレまでの動線の確保や収納スペースの確

保を行い、玩具等の整理整頓を行っていま

す。

チャイムの音が刺激になることがあるので、

設備と調整しています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 14 6 0

建物の老朽化はありますが、過ごしやすい環

境になるよう工夫しながら行っています。

建物の改修は難しいので、危険な箇所への対

応、清潔を心がけていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。

19 1 0

発熱時や体調不良時に過ごす部屋を用意して

います。

クールダウンが必要なときは、空いている部

屋や衝立を使用し、落ち着ける場所を作って

います。

部屋に限りはありますが、部屋の工夫を行

い、対応できるようにしていきます。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
16 2 2

業務ごとに振り返りを行い、改善に努めてい

ます。

全ての職員が、意見を述べられるようし、職

員間で周知できるようにすることが課題で

す。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
19 0 1

保護者向けの評価を年1回行い、次年度に向け

た改善につなげています。

今後も年1回の評価を行い、業務改善につなげ

ていきます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
17 2 1

毎週定例で会議を実施し、連絡事項の周知や

意見交換を行っています。

会議の議題を事前に提示し、意見を出しやす

くし、活発な意見交換ができるようにしてい

きます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 13 5 2

第三者による評価は行っていません。 第三者による評価を今後行っていくかの検討

が必要です。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

20 0 0

外部・内部共に研修の場が設けられていま

す。

研修を受けた際は、会議で内容を周知してい

ます。

研修の機会を設け、質の向上に努めることは

今後も課題です。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。
17 3 0

保育士中心でアセスメントを行い、グループ

間で共有したうえで、児童発達支援計画を作

成しています。

引き続き、保護者やこどもの意向を丁寧に聞

き取り、児童発達支援計画の作成を行ってい

きます。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

19 1 0

グループ会議の中で支援方針など話し合い決

定しています。

必要に応じて、心理職・PTも計画立案の話し

合いに参加しています。

チームアプローチの体制作りが課題です。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
20 0 0

グループ間で共有し、日々の支援にあたって

います。

引き続き、職員間で共有できるような時間等

の確保を行っていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。
14 6 0

日々の行動観察を行い、職員間で共有し、確

認しています。

保育士のフォーマルなアセスメントについて

は、今後導入に向け、検討していくことが課

題です。

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。 20 0 0

児童発達支援計画は、左記の領域に分けて作

成し、支援内容も明記しています。

引き続き、児童発達支援計画は児童発達支援

ガイドラインに則って作成し、保護者に丁寧

に説明を行っていきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

18 2 0

子ども達の様子（成長）などにあわせて、

日々の打ち合わせで振り返りを行い、プログ

ラムの見直しを行っています。

多職種でのチームアプローチの体制づくり(相

談できる体制)が課題です。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

20 0 0

ねらいに合わせた活動内容を取り入れていま

す。園庭遊び、屋上遊び、公園に行く等、工

夫をしています。

打ち合わせでこども達の様子に合わせて、検

討することもあります。

活動プログラムが固定化しないような工夫を

行っていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

18 2 0

メイン活動以外にも午前、支度後の遊び時間

（室内遊び）で玩具を少なくすることで小集

団で遊ぶ経験なども取り入れています。

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動

の組み合わせを行い、支援が行えるようにし

ていきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 20 0 0

支援開始前には、打ち合わせを行い、支援内

容や役割分担を確認し、支援を行っていま

す。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
19 1 0

支援後には振り返りを行い、記録を行ってい

ます。その日入った専門職も振り返りに参加

しています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
20 0 0

日々の記録は必ずとるようにし、支援の振り

返り、改善につなげるように努めていきま

す。

引き続き、支援の充実につながるような記録

ができるよう努めていきます。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
18 1 1

半年に一回、保護者と一緒に行っています。 引き続き、保護者の方と児童発達支援計画の

振り返りを行い、次の児童発達支援計画につ

なげていきます。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
15 2 3

担任（キーパーソン）が設定された会議に参

加できるように職員配置の工夫を行っていま

す。

相談支援事業所による連携の差はあります

が、今後も担当者会議には出席できる体制を

整えていきます。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

16 2 2

保健との連携はありませんが、他の機関とは

連携を行い、支援を行っています。

医療的ケアが必要な場合は、必ず医療機関と

連携を行っています。

医療的ケア児以外で医療的なサポートが必要

なこどもについては受診報告書や保護者から

の情報提供のみで連携は行えていません。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

20 0 0

併行利用への移行は、こどもの状況と保護者

の意向からの支援を行っています。移行する

際は、保護者を交えて所属園と会議(あんしん

サポート会議)を行い、こどもの状況と保護者

の意向を伝え、スムーズに園生活が送れるよ

うに支援を行っています。すでに併行利用し

ている場合は、所属園と電話や訪問で連携を

とり、支援内容等の情報を共有しています。

今後もインクルージョン推進の観点から、所

属園との連携を図っていきます。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

18 1 1

小学校については、教育センター（まなびサ

ポート）と連携を図り、情報共有していま

す。

特別支援学校とは直接引き継ぎを行っていま

す。

小学校への引き継ぎについては今後の課題で

す。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

1

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

20 0 0

心理職やPTが定期的に療育に入っています。

定期的に外部講師を招いて研修を行っていま

す。

外部研修は、支援体制を調整し、できるだけ

参加できるようにしています。

今後も様々な研修の機会を設け、知識、技術

の向上に努めていきます。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
13 1 6

センター内で担当職員を決め、出席していま

す。

公的機関の役割として、今後も会議等へ出席

は行っていきます。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

28

非該当 非該当

事前の打ち合わせ、支援後の振り返りを毎日

行うことは難しいこともありますが、今後も

工夫をしながら、時間を確保し、次の支援に

つなげることは必要と考えています。

17

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

31

2

児童発達支援事業者連絡協議会を年3回行い、

連携を図っています。また、センターで行う

研修会の案内を行い、研修の機会が増えるよ

うに取り組んでいます。

千葉県通園施設連絡協議会に参加し、他施設

との情報共有などを図っています。

他の児童発達支援事業所との連携は少ないと

感じています。

地域全体の質の向上については、児童発達支

援センターの役割である中核的機能をどのよ

うに行っていくかを含めて検討を行っていく

ことは課題です。



32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。

25 0 5

単独通園での所属園のないこどもが隣接する

保育園と交流を行っています。

交流の目的や方法をしっかり検討したうえで

実施を行うことが課題です。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

17 2 1

親子通園では、こどもの変化などを伝え、こ

どもの成長の実感をもてるように取り組んで

います。単独通園の保護者には、面談や見

学、電話などでこどもの発達状況や困ってい

ることなどを共有し、助言を行っています。

就労をしている保護者が増え、面談の日程調

整、見学、連絡が難しい場合があり、今後ど

のように保護者支援を行うかは課題です。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。
18 0 2

センターで行うペアレント・トレーニング

（対象は年少から、全6回のコースとオンライ

ン講座）や医師による講演会の案内など情報

提供を行っています。

今後も家族支援として、研修の機会をつくっ

ていきます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
18 1 1

契約時に重要事項説明で説明を行っていま

す。

支援プログラムは配布しておりますが、詳し

く説明は行えていないことが課題です。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。
20 0 0

保護者には、保護者の意向を含めた面談用紙

を記入していただき、支援計画作成前に聞き

取りを行い、意向に沿った児童発達支援計画

を作成するように努めています。

今後もこどもや家族の意向を丁寧に確認し、

児童発達支援計画を作成します。こどもの意

向を次年度から記載します。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
20 0 0

面談で意向を聞き取り、説明を行い、同意を

得ています。

今後も面談で児童発達支援計画の説明を行っ

ていきます。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

19 1 0

年5回の面談や連絡ノートで、保護者からの相

談について助言を行っています。面談や見学

の時だけではなく、必要に応じて電話等での

相談も行っています。

今後も相談に適切に応じ、助言や支援を行っ

ていきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

17 1 2

父母の会はありませんが、全体保護者会や家

族通園を行い、保護者同士の交流の機会は設

けています。

家族通園の中で、きょうだい児も参加可能な

場を設けています。

家族通園の中で、きょうだい児の参加の場は

設けていますが、交流までにはいたっていま

せん。また、親子通園の家族通園は行ってい

ないので、保護者の意見をとりいれながら参

加について検討していく必要があります。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。
16 3 1

保護者からの相談の申し入れがあった場合

は、早急に対応ができるように体制を整えて

対応を行っています。

他職種で支援してもらいたい要望に対して、

対応が行えていない現状があります。

今後も相談に適切に応じ、助言や支援を行っ

ていきます。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。 19 0 1

「にじいろ通信」を発行し、情報を発信して

います。

情報発信の場をアプリでも導入していきま

す。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

18 1 1

個人情報の取り扱いについては、十分注意す

るように職員に注意喚起しています。

連絡ノートの入れ間違い等があるため、対策

を検討していきます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
20 0 0

必要に応じて、様々な工夫を行っていきま

す。

情報伝達の幅を広げるため、来年度にアプリ

を導入予定です。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

5 12 3

現在、地域に対しての行事は行っていません。 地域に開かれた事業運営は課題も多く、十分

検討を行う必要があると考えています。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

19 0 1

バス乗車時の緊急対応マニュアル、感染症予

防マニュアル、緊急避難マニュアルを作成

し、訓練を実施しています。実施した内容は

「にじいろ通信」で保護者に周知していま

す。

マニュアルの周知方法は今後の課題です。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
20 0 0

業務継続計画(BCP)は策定しています。避難

訓練は毎月行っています。

業務継続計画(BCP)については、毎年見直し

を行い、必要な訓練を行っていきます。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。

19 1 0

健康観察表を保護者の方に記入していただ

き、健康に関する状況を確認しています。バ

スには、てんかんなどの注意点を記載した名

簿を職員が持ち、乗車しています。

既往歴については事前に把握し、年度のはじ

めから対策や体制がとれるようにしていきま

す。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
18 0 2

弁当注文の際、アレルギーの有無を把握して

います。アレルギーがある場合は医師の指示

書に基づいて利用を進めていきます。

今後も保護者の協力のもと、アレルギーへの

対応を行っていきます。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

18 0 2

安全計画を作成し、研修や訓練を行っていま

す。室内外の安全チェックリストで確認を

し、改善が必要なところは改善を行っていま

す。

日々、お子さんの安全が守られるように安全

管理に取り組んでいきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の



50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

15 2 3

安全計画に基づいて行った内容は「にじいろ

通信」で保護者に周知しています。また、家

庭で気を付けてほしい内容を載せ、周知して

います。

今後も安全については家庭とも連携をとりな

がら、取り組んでいくことは必要であると考

えています。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。

19 1 0

ヒヤリハット、怪我などがあった場合は、会

議で情報共有し、対策の検討を行っていま

す。環境の整備が必要な場合は、早急に対応

を行うようにしています。

打ち合わせ等で今後もヒヤリハットは職員で

共有し、対策を検討します。

ヒヤリハットを報告しやすい方法を検討しま

す。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
20 0 0

虐待を防止するための研修を数回実施し、

日々の支援の振り返りを行っています。

今後も研修会を行い、虐待防止に努めます。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

18 1 1

やむを得ず身体拘束を行う場合は、どのよう

な時かを周知しています。補助用具（座位保

持椅子など）の使用にあたっては、児童発達

支援計画に記載し、保護者の同意を得ていま

す。今までに、やむを得ない身体拘束はあり

ません。

今後も身体拘束予防についての研修を行い、

不適切な支援にならないように努めます。

※未記入の設問については、『無回答』として集計しています。

の

対

応


